
くるみの接木試験
町田博・矢島酉司・倉島留次郎

　くるみの接木は他Q果樹に比較して磐しく困難であって，以前高馬氏が提唱した温床接木法を

実施している業者もそれほど好成績をみていないようである。

　われわれはさきに選抜された優良品種系統の繁殖のため，数年前から桑の接木法に準じて普通

の切接・袋接で接木し・それを温床に伏込み培養するくるみの接木を行ってきたが，思わしい成

績を得られ欺かった。

本年はその零鉢に種々な藁斉拠理を行ってeの効果をみる試験を行っ71．t。

　　　　　　　　　　　　　　試　　　験　　　方　　　法

　用いた薬剤とその用い方にっいてはそれぞれの頃で求べることとし，各試験の共通事項にっい

て述べると，

　台木……主として実生の2年生共台を胴い，一部の試験には2～3年生のオニクルミ台を用

いた⑦

　麗沐・・・…当農場所有母樹「僑鈴」　f美鈴」のぼか，主産地生産者所有母樹「錦秋」，K・一工5s

K－28，N－一ユユ，　N－36，　T－34等のものが用いられた。

揺沐方法…一・・それぞれの試験実施当日に，約ユケ月前から温床に仮植しておいた台木を青頸

で切断して接着面を作り，切接あるいは袋接して，主として舐テープ，一一部プラックテープで巻

縛し，電熱温床（地中ZO　cmで平均2ユ℃前盾）に伏込み培養し亀

　活着検定・韓…6月30日一斉に行った。

　　　　　　　　　　　　　　試　　　験　　　結　　　果
ユ・フレツシ’ロール塗布試験

　フレッシロールは長野県上高井郡小布施町米沢苗圃発売のワセリン様の接木活着剤で，同苗

圃から寄贈されたものを用いたQ

試験施行日は5月7日。台木は共台。

塗布はフレッシロールをガーゼに充分しませて接穏の所定部位に塗った。

結　　果

処　　　理　　　別 接木数 活着数 活着塞

接穂全面塗布

ﾚ穂接着面のみ塗布

ﾚ穂の頂部切口と芽のみ塗布
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　　2．ジペラ慶NAA処理試験

　　　接木施行日は4月28～29日，台木は共台とオ“台木の両方を用いたe

　　　穂木は所定の薬液に2生時樹浸潰した。

　　　処理区

　　　　A……無処理

’　　　　B……対照のため水に24時間浸潰

　　　　c……ジベラ50RP．M溶液に同上時間漫漬

　　　　D・…・・α　一一ナフタレン酷酸5，000倍液に同上時間浸潰

　　　　B－・…同上　　 50，000倍液に向上時間浸漬

　　結　　　果

9　　　’ 共 台 オ　　ユ　　台 計

処理別 接木数 活着数　％ 接木数活着数　　％
　　り　　　r

ﾚ木数活着数

A ユ4 s　　2ユ，4・ 14　　　4，　　28．6 £8　　　7

B ユ些 5　　35．7 ユ4　　　ユ　　　「冒．1 28　　　6

G ユ4、 o　　　o ユ4　　　Q　　　O 28　　　　0

D ユ4 呂　　21．4 ユ4　　　3　　2ユ．4 28　　　　6

珊 14， 2　　工4．3 ユ鑑　　　2　　ユ盗．3 38　　　4，
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3。fl　一インドール酪酸処理試験

　接木施行日は5月8日，台木は共台。

　　溶…インドール酷酸の5％アルコール500P．P．M　溶液に対し，　A処理は接穂の接潜面の

みを1秒間，B処理は接穗全体をユO秒間浸潰して直ちに接い鵡対照は5％アルコ・一一ルに1

秒間浸潰である。

結　　　果

処　　理　　　別 接木数活着数　　％

標　準　（無処理〉 35　　　3　　　　8．6

対　　照　（5％アル訂一ルェ秒） 55　　　　8　　　22．9

A　（インドール酷酸ユ秒処理） 35　　　5　　　14．4

、H　（　　全上　ユ0　〃　） 35　　　0　　　　0
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4，β一ナフトキシ酷酸処理試験

　　この詞験ではβ一ナフトキシ酷酸の10RRM水溶液に接穂を24時間浸潰処理して網いた。

第エ次は5月18醸施行，穂木は8系統，台木は共台であり，第2次は全20日施行，穂木は

　生系統，台木は共台である。

結　　果

麺理別 　第　　ユ　次
ﾚ木数活藩数　　％　・

　第　　2　　次

ﾚ木数活着数　　％

処　　理

ｳ処理

60　　　0　　　0

U0　　　0　　　0

52　　　3　　8．8

T2　　　0　　　0
@　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　総　　括　　摘　　要

Z．穂木の貯蔵中恒温槽の不備でZ4～賦5℃の変温で凍害を受けたかと思われる芽の枯死した

　ものがあったためか，全般的に活着はよくなかった。「

2、接ぎ方は切接と袋農を行ったが，活着しkものには袋接のものが多かった。

3．用いた接穂の髄の小さなものに活着したものが多かった。

4，施行日の早い方が活着がよかった。

5．プレ．2　s　n－一一ル使用試験では所定使用法の接穏金面塗布が矢張良い成績を示した。

6。植物ホルモン剤使用試験ではβ一一インドール酪酸処理の成績がよかった，
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